














より 2,00クイト ルの増となった。これは， 1977年度の米国における出版物の注ぼ65%を占める
ことになる。
•• 1977年度に12カ国言語が追加され， 120カ国をカバーするにいたっている。
*** 1977年 9月30日現在で， 984,135レコード。ディスクの容産も増強されて， 169億キャラククー。
l告館に配四された端末装屈 797台を含め端末装監は， I.149台。
英語の単行図書に限定してスタ ートした MARCの言語カバーが， 120カ国とな
り， 27社の協力で始められた CIPも，協力出版社数が1,500社を越えるにいたった。



















同年の 4月28日には，米国厳会図書館に， RLG, OCLC, Washington State 
Network, New York Public Library, University of Chicago, Massachusetts 














ステムが BALLOTS(Bibliographic Automation of Large Library Operations using a 
Time-sharing System)である。
1972年の11月以来， 日常の発注収書や 目録の作成にその機能を発揮し，Califor-
nia State Libraryゃ Universityof Californiaがすでに BALLOTSとネット
ワークを組んでいるほか， RLG が BALLOTSと共同開発に乗り 出すというニュ
ースもみられる。
1967年， 応用性と信頼性のあるオ‘ノライン書誌システムを創るこ とを目的に，






この基金をもとに， プロトクイプの発注収書システム prototypeacquisition 
systemが設計 (BALLOTS・I)され，これに，スタンフォ ー ドのプロジェクト SPI-
RES (Stanford Public Information Retrieval System)が加わって，共同で BALLOTS
が着手された。






1972年に， Councilon Library Resources (CLR)と NationalEndowment 
for the Humanities とからの交付金を得た BALLOTS・II(BALLOTSと称す）の
最初のモジュ ールが完成したが，これが，同年11月からスタソフォ ー ドで実用生産
活動に入るのである。
このとき，スタソフォード中央図書館の収書部と目録部とに配置された端末装
置は， SandersPDS 804の CRTである。マイクロプ ロセ ッサと， 4,096バイト の
メモリを収蔵し，スクリーンには 1,920文字の大文字小文字を， 24行80字で映 し出
す装置であった。
これらの端末装置は，マルチドロップポックス multidropeboxに結ばれ，
Stanford Center for Information Processing (SCIP)の科学計算室が保有する
PDP-11/40ミニコンピ ュークに接続される。この PDP11は， IBMパラ レルデー
クアダプタに連結されて， 360/67コソビ ュータのサベチャソネルセレククに連結
されている。 BALLOTSは， スタ‘ノフォ ー ドが開発したタイムシェアリソグモニ
タ ORVYLのもとで，サププロセッサとして機能する。 MILTEN (the terminal 





ファイルは， CDC23142 double-density direct-access disk drivesに蓄積さ
れる。プリンタは IBM1403, 大文字小文字のプリソトチェ｀ノを装備し， 1分350行
を印字する。
IBM 360 Model 67コソピュークは，図書館からほぽ 1マイル離れた場所に設








I) MARC File 
I) In-Process File (IPF) 
皿） Catalog Data File (CDF) 
即 ReferenceFile (REF) 
V) Standing Search Request File (SSR) 
-MARC File — 
このファイルは，週一度， LCから MARCテープが屈いた段階で更新を行な
う。 LCMARCテー プから BALLOTSフォ ーマットヘ変換して， これを，MARC
Fileと，そのイソデックスに組み入れる。そして， IPFゃ CDFに繰り込むため
にこのファイルからレコ ー ドを抽出する。 LCから改訂された MARCレコー ドが





3) クイトルワ ー ド
4) LCカー ドナソバー
















CDFのレコ ー ドを IPFのレコ ー ドとして利用するのである。
発注または整理過程にある資料の事項は， その資料に対する IPFレコ ー ド内
に，独立したデータエ レメソトで表示する。したがって，部分的な納品や，一部分












-Catalog Data File (CDF) -
CDFには， 目録化された完全な書誌記述と所在情報とが記録される（部数とか
それぞれの配架所在）。 このシステムでは，図書の目録化が終った時点で， IPFレ
コー ドが CDFレコ ードになるのである。
レコ ー ド化 された資料の書誌記述は，MARCレコ ー ド， LCゃ NUC書冊目録
のコピ一， LCのプルーフスリップ，自館作成（オリヂナルカクロ ーギ‘ノグ）など，
いろいろなソ ースをもとに している。 ・
MARCコピー以外の書誌記述は，発注に際して，あるいは，目録の作成時にお







-Reference File File (REF) -
このファイ ルには，CDFに収められたタイ トルの位置をつかむのに必要な参照
すべてを収録する。基本的には 3種類である。
a) みよ参照 see reference 
b) をもみよ参照 see also reference 
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3) タイトルワ ー ド
4) 件名
5) BALLOTSレコード識別番号














ルは， 7X9ドットマトリックス方式であるが， 64kメモリ， 128ASCIIキャラクタ
ーを備えている。これに対して，第 1段階としては，非同期式9,600ボーの機種を，
次いで， ALAキャラクターセットを完備させ， さらに，同期式通信能力 synchro-
nous communication capabilityを備えさせる予定でとりくまれている 4)。
1977年 2月には，スクソフォードとカリフォルニア大学との合同プロジェクト
に対して， Alfred P. Sloane Foundationから30万ドルが， Andrew W. Melon 
Foundationから28万ドルの資金が供され，プロジェクトが進められているが，
BALLOTSシステムが， Berkeleyにまで拡大される計画である。
M I T (Massachusetts Institute of Technology) 



















































これには， 1031card-and-badge readerと 1033プリンタとからなる 5基の貸
出装協が使用されており，そのうち 3基は，書庫 3階の各階エレベータ横に 1基ず
つ配置されている。
この装置に， 利用者が持参するプラスチック製 IDカードと，プックボケット




















の利用者の番号を無効にして，新たなカ ー ドを発行するわけであるが， この無効の















れに続いて開発された以上の NOTISー2,Northwestern On-Line Total Integra-
ted System は第2期で実用的な段階を迎え，次の第 3期のジステムヘと進むの
である。
1977年の 3月には，単行図書処理のプログラミン グ改訂作業を終了し，同年の






を要したのであったが，この NOTIS—3 の稼動によ って，利用者は， 自らが， これ
らの資料についても CRT で調べることができるよ うになった。この利用者自身に






また，対外的な特徴として， 1976年には， National Endowment for the 
Humanitiesからの基金を得て， LCと協同の， AfricanBibliographic Data Pro-
jectに着手している。 このほか， Foundationfor the Recovery of Venezuelan 
























































ローマ字のデータは，すべて IBMMagnetic Tape-Selectric Recorders 
(MTSR)で入力されている。現下のところ，システムをオソライソモードに切り















すでに1975年に LCが FourPhase, Inc. と共同で開発 した機種もあったが，
いくつかの理由から， これに替る端末装置の開発にかかった。そして， Beehive 





えば， IBMBi-Synch protocolは ANSIの X3.28-1971に，コミニュケイショ
ソネットワ ークのインタ ーフェースは EIAの RS232に，ビッ トシーケ` ノシング
bit sequencingは ANSIのX3.15ー 1966に， ヘプラ イ語のキーボー ドの配列は，
Olympia, Facit, IBM, World Tradeなど，ヘプライ語タイプライタ ーメーカー
が採用している規格 ade factoを，そして， ローマ字の文字セットは， MARC 
Book 5 ed. vこ規定した ALA キャラク ターセ ットと一致させた。
この NYPLの B601型は，OCLC100型を生産する Beehive社の B600盟，
通称 EditBee I の改良型であって，図書館向仕様の基本設計は， ISADテレコミ
ュニケイシ ョン委員会委員長の経歴をもつライプラリ ー・ システムコソサルタ‘ノト
である PhilipLongの手になり， NYPLのシステム主任である JamesRizzolo 
が密接に協力している 15)。
特徴としては，ALAキャラクタ ーセットを完備し， 4,800ボーの同期・非同期
式伝送，さらに， 27文字のヘプライ図型文字と，逆読みモード reverse-cursormode 
が挙げられる。編集上の特徴としては，パラ グラフの削除 DeleteParagraph, フィ
ールド／スクリ ーソ送り SendField / Send Screen, 文字の挿入 ／削除 Insert/
Delete Characterの能力を備え，そのうえ，保談フィ ールドの前に未保設フィ ー
ルドを繰り入れなければならない場合，保護フィ ールドを右へ，あるいは，下へ移
行させて，挿入することができる，保護フ ィールドを移動させる floatingprotected 
fields能力をも備えている。




I) MARC Data Base 
I) Bibliographic Master File 
I) Authority Master File 
N) Bibliographic/ Authority Linkage File 
他館のシステムが目録カ ー ドの生産に重きをおいていたのに対し， NYPLは，
オソラインによって入力，編集し，書冊目録の作成を第 1の目的と していた。機械
処理は IBM370 Model 145 コンピュ ータで書冊目録の編集には Videocomp
photocomposerが使用される。










































ルである。このほか，LosAngeles County Public Libraryで作成された電




この 1クイトルあたり ，0.41ドル， 0.59ドル， 1ドル， の三事例を参考に，
50万冊収録の忠冊目録を作成するとすれば， 20万 5千ドル， 29万 5千ドル，
50万ドルの費用を要することになる。



















(Ohio College Library Center)である。図書館界の電算化に対する貢献度として，その
縦頭に LCの MARCの開発を挙げるとするならば，次には OCLCを挙げなければ
ならないとする評価までみられる。
1970年に，傘下の図書館に対して，オフライソによる目録カ ードの生産頒布活
動に着手 しているが， その 1年のちの1971年10月8日に， non-MARCで，オソラ
インによる目録の作成にとりかかった。
当時，セ ‘ノタ ーが保有するコソビュ ータ XeroxSigma 5 (のちに Sigma9)に，
ディスプレイ装置 SpirasLTEを接続したのであるが， これは図書館の使途に対 し
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ては期待した機能を発揮せず， 不充分な結果に終っている。 こうして， OCLCは
Beehive Medical Electronics, Inc. と共同で， OCLC 100型を開発するのである
が，この機種は傘下の各館から絶究をもって迎えられ，千台以上が配置されるにい
たった。




OCLC以前に， NELINETSが， Inforonics, Inc. と契約してオフライソによ
るネットワ ークサービスを開始していたこともあって， OCLCのサービスが最初の

























一方，ハーバー ド大学では，1963年に，ユニッ トレ コー ドシステムを取り入れ
ており，その項の WidenerLibraryの貸出システムは勝れたシステムとして評価
された。 1964年には，Shelflistprojectに着手 し，コンビュ ータのアウ トプットを
photocompositionと結びつけた書冊目録の作成に成功している 20)。もちるん，
LCMARCパイロットプロジェク トにも参加し，MARCテープから目録カ ー ドを
生産するなど，MARC開発への貢献も大きい。
エール大学では，1963年早々 に， MedicalLibraryが IBM870、ンステムを用
いて目録カ ー ドを作成しているが，ここでのオフライソ目録カ ー ドシステムは，の
ちのちの開発に大きな影響を与えたとされ，ニールシステムの評価は高い。 1964年
には， 870から IBM1401コソピュ ークヘと移行 し， 1971年までこのシステムが維





センタ ー長が， もとニールの人であり ，OCLCの設計母体に Yaleprojectが流れ
ていたとするならば，この影密はうなずかれるところであろう。 CONSER プロジ
ェクトの第 1期参加10機関のひとつとして加わっている。
以上の三館と，別掲の NYPLとからなる RLGは，1976年の 4月に，Carnegie
Corporationから 197,200ドルの提供を受けて， LCとの共同開発計画に着手する
こととなった。
その第一段階は， RLGと LCとのコソビ ュータをリソクさせ，参加の各館が
端末装置で，RLG,LC, 双方の書誌デークペースを検索する。 LCのデークベース
から目録惜報を探索し RLGのシステムに繰り入れる。さらに，オンライソによる
レコー ドの更新や， 目録カー ドの作成など，遠隔地からオソラ イソで直接アクセス
する場合の経済的技術的可能性について探究する計画である 22)。
RLGは， この合同プロジェク ト開始にあたって，国内の各ネットワ ーク主要
システムで使用されているディスプレイやプリソクなどの端末装置について，総合
的な比較調査を行なうとともに， 3年をめどと して，新機種の開発をも目論んでい
るが，このプロジェク トに必要なハ ード ウェアの購入資金と して，80万 ドルほどの
基金が TimothyMellonから寄付 (197年 5月）されている23¥




開発資金は， Andrew W. Mellon Foundation, Alfred P. Sloan Foundation, 
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National Endowment for the Humanities, Council on Library Resources か
ら提供される由である。
University of Chicago 
1966年から1971年にかけて，図書館の SystemDevelopment Officeは，NSF
からの助成金をもとに，大規模大学図書館の統合した電算書誌データ処理システム
を開発するプロジェクト（第 1期）を進めてきた。 1971年には， CLRと National
Endowment for the Humanities との双方から交付金を受けて， University of 
Chicago Library Data Management Project (LDMP) (第 2期）が渚手されて
しヽる24)。
プロジェクト着手時に使用された機器は， IBM 1050、ンリーズで，入力や，カ

















旧システムで使用されたコソヒ゜ュ ークは， 360Model 30から Model40へ，











CHASM (Chicago Access Support Module)と呼称されることになった25¥
この CHASMは開発途上にあるが， このモジュ ールと， INTERCOMM,
IFAMとの 3つで構成されるシステムが HERMESと呼ばれている。 INTERCO-




Shop of the Enrico Fermi Institute との間で共同開発した，バーコー ドラベル
をライトペソで読みとる貸出専用の端末装置 JRL1000型や， SupperBee I CRT, 
また，一方では， OCLC 100型のテストも進められている。そして，Varian73の
内臓プログラムで，ほとんどの端末装置が利用できるとしている26¥
このシカゴも，スタソフォ ード と同じく， プロジェクトには数百万ドルが投入
されているが， OCLCなど，既存のネットワ ークに未参加の図書館にとって，かけ
橋としての発展が待たれている。
WLN (Washington Library Network) 
ワ、ンソトン州の図書館相互協力体制は，ワシソトソ図書館協会が， 1930年代に，
図書館発展長期計画を提唱したことにはじまる。
1940年には， Montan, Idaho, Oregon, Washington, British Columbia (の
ちに Alaska)をサービス範囲とする州間相互協力機構 PacificNorthwest Biblio-
graphic Center (PNBC)が設立されて， 具体的な相互協力活動が展開されたので
あるが， 1970年には， この PNBCは， 該当地域内の相互貸借改善を目差して改編
されている。
データ処理に関する年譜は， King County Libraryが機械力で書冊目録を作
成した1951年にまで遡る。
1966年から6紗Fにかけては， ワジソトソ州立図書館 (WSL)が， LCの MARC
パイロットプロジェクトに参加し， MARCのテープを使って， 目録カ ー ド，図書
カー ド，ポケット，背ラベル，書冊目録の生産を手掛けた。このさなかの1967年に，





1971年に WashingtonState Library Groupとコンサルタントのチームは，ファ
イルの構成， ファイルヘのアクセス，検索方法，主なプログラムモジュ ール，デー
タの流れ，などを詳述する WashingtonLibrary Network (WLN)の基本書誌シ
ステムの設計案をまとめた。
すでに機械化を進めている BALLOTS,NYPL, OCLC, いずれもが，当初は
MARC I フォ ーマットで出力することができず， これが共通する欠陥と指摘され




Boeing Computer Services CBCS)との間で契約が交された。この BCSは，ボー




い， 1973年 1月に， StateData Processing Service Center (DPSC)にシステム
が設置されて実動に入ったのである。
ヮッソトン州の DPSCには， IBM370 / 145 (のちに 360/65) と，9トラ ック
磁気テープドライバーが4台， IBM 3330ディスクドライプが 4台（のちに 6台），
1403プリソタが 1台， ALAプリントトレイン 1式が設置され，プログラムは PL/1
(75 1レーチン， 16,800ステイトメソト），BAL(32 1レーチソ， 15,900ステイトメソ
ト）によった。入力は，バンチカード， IBMの MTST,Digidata converter, そ
れに， LCの MARCテープから入力される 27)。終局的には，オソラインのオペレ
イショソヘ移行する計画であった。
1973年の春には， CLRから 25,000ドルが交付された。 これは， 収書モジュ ー
ルに関する図書館の要求を全州規模で調査することを目的とした基金である。
同年，州政府が保有するコソビュータの利用効率を改善するために，新設機関







とする計画であった。秋には WesternWashington State College と Seattle






















Online and Offline Systems 
Online 
Under Planned None 
Operational Development Withm 2 Yrs. of These 
Research (12) 3 1 4 5 
University (15) 2 4 4 7 
Special (4) 1 1 3 
Library 
Centers (2) 1 1 1 1 
Nat10nal (6) 1 5 
State (2) 2 
Commercial (11) 2 2 3 7 
TOTAL (52) ， ， 13 30 










そのひとつ，ユタ大学の中央図書館 TheJ. Willard Marriott Library ft, 
1973年11月に，実験的に ロッキード社の DIALOG検索サービスを尊入し，次いで，
197坪 6月には， SDC社の ORBIT検索サービスをもこれに加えている。 この頃
から，科学者，研究者，教員による，このサービスの利用は，劇的に増加をみせは






当時，検索できるデータペースの数は，8であった33)。 SanFrancisco Bay area 











参考までに，テ ープの年間料金を引用すれば， EngineeringIndex, Inc. の料
金表は次のごとくであり ，
Magnetic Tape Products 
1978 COMPENDEX-Lease (Note 1) .…..... $6,900.00 
1978 COMPENDEX-License (Notes 1, 2) ….. 7,400.00 
1978 ENERGY ABSTRACTS (Notes 1, 3). ….. 3, 700. 00 
Customized Subsets of COMPENDEX on request 
NOTES 1. Plus $ 30. 0 for 12 reels of magnetic tape. 
2. Plus applicable use fees for SDI, retrospective 
searching in batch or on-line modes and combinations thereof. 






の発行 でSDのF発以外行 年（取間扱ラしイセ‘ノス楼を料含手ヽ数料 む）
CA Condensates (CACon) 1968.7 
1 本 42,000円
1年分 1,770,000円
Chemical-BioloCgBicAaI l 1971. 1 
1965. 1~ 
Activities (C)  1970. 12 
1 本 48,000円
1年分 1,202,000円
Ecology and Environment 1975. 1 
1 本 42,000円
1年 分 1,062,000円
Energy 1975. 1 
1 本 42,000円
1年 分 1,027,000円
Food and Agricultural 
Chemistry 1975. 1 
1 本 42,000円
1年 分 747,000円
Materials 1975. 1 
1 本 77,000円
1年 分 1,867,000円
Polymer Science & Tech-
1971. 5 
1967. u-
nology (POST) 1971. 4 
1 本 48,000円
1年分 1,184,000円
CA SubJect Index Alert 




ical Indust (CIN) 1974. 1 
1 本 42,000円
1年 分 1,245,000円
コソビュ ーター(C可T読)形 Chem- 1972. 1 1962. 1-ical Titles 1971. 12 
1 本 42,000円
1年 分 642,000円
コソ ビュ ークー可読形 Patent
1967. 1 
1962. 1-




ical Abstracts ice 











一方，料金も， 1977年の 1月には， BibliographicRetrieval Services (BRS) 
社が，低料金を営業方針に打ち出し，進出したこともあって，SDC社， ロッキード







デークペースは， 1960年半ば頃から急に増加しはじめた。 ChemicalAbstracts 
が磁気テープで提供されはじめたのが1965年であり， MARCIテープの市阪が1969
年である。
1970年の 1月には，米国政府機関の NationalTechnical Information Service 








デークベースの数 ％ レコード数 ％ 
U.S. 160 58 46. 3(魏） 98 
non-U. S. 117 42 5. 7 11 










こうして蓄積されてきたレコード数は， 1976年において， 4,630万件， このう










American Chemical Society 
American Institute of Pysics 
American Society of Metals 
Engineering Index, Inc. 
Institute of Textile Technology 
American Psychological Association 
Institute of Electrical Engineers 




Institute for Scientific Information 
Data Courier, Inc. 
Xerox 






これを NewYork Information Bank (NYTIS) の事例でみれば4l, このサ
ービスの利用者数は，1973年時の 14から， 1978年第 1四半期における利用者数 600
にまで増えてはいるものの， 1977年度でも90万 ドルほどの赤字を出しており ，まだ
採算のとれる事業に達 していない。
NYTIBは，New York Times を中心に， Business Week, Los Angeles 
- 24-
MARC計画の推移(7)
Times, Wall Street Journal, Washington Postの四大誌のほか，主要な英国誌
をも含め70誌の記事および抄録を収録しており，抄録は，新聞の刊行後 4日以内に
作成され入力されている。また，求めに応じて，本文をマイクロフィ ッツュで提供
する。このデータでベースには， すでに， 150万件の事項が蓄積されており， 月あ
たり 2万件のペースで増えている。








MARCテープの市阪にともなって，Abel,Bro-Dart, Baker and Taylor, Informa・
tion Design, Information Dynamics, NELINET, OCLC, Oklahoma Department 
of Libraries等々 が， MARCテープをもとに， 書誌データの蓄積を計り，利用者
に対して，営業ベースで書誌データを提供するにいたっている45¥
そして，商業ベースによるオンライソサービスについては， さきにも触れた
Lockheed Information Systems (LIS)や， SDCSearch Service, また，新たに
営業を開始した BibliographicRetrieval Services (BRS)が， 目下のところ，そ
のネットを拡大しつつある主な情報サービス専業の会社である。
ローキード社のシステムは DIALOGと呼ばれ， 1966年， NASAのフ ァイルを
もとにデータ検索の成果をあげ，次いで， 1969-70年にかけては， Atomic Energy 
Commissionの NuclearScience Abstractsを手がけている。現在， 75ほどのデ
ークベースにオソラインでアクセスすることができる。
SDC社のシステムは ORBITと呼ばれているが，国防省からの助成を受けてお











ク検索の件数は30万件であった。 7砕Fにおいては70万件， 75年に 100万件， 76年に
120万件，そして，77年には200万件を超え， 1980年には，おそらく，米国において
ては400万件，ヨ ーロッパにおいて280万件のデータ検索が予想されるとしている46¥
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